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Main purpose of our work is to reveal the technical methods and materials of Ito Ren 
(1898-1983) from the perspective of preservation and restoration using scientific methods, 
and results from survey and research for Ren’s < Portrait of a woman wearing red clothes > 
owned by University Art Museum, Aichi University of the Arts.
In last year survey instruments such as portable X-ray fluorescence equipment was 
installed. It has become possible to conduct non-destructive investigation of cultural 
properties and materials used for works. In the future, we intend to archive the condition of 
the objects and findings obtained by the technical investigations, and we hope to make it a 












者との交友を重ね、同人雑誌を出した。翌 1918 年（20 歳）には愛知県立医学専門学校（現在の名
古屋大学医学部）に入学するが中退し、画家を志すべく本郷絵画研究所に学んだ。研究所には同い
年の岡鹿之助（1898-1978 年）もいた。
　1920 年（22 歳）に東京美術学校 西洋画科（現在の東京藝術大学油画専攻）に入学。同校を卒業
した２年後、1927 年（29 歳）に渡仏し、その後３年間ヨーロッパ各地を旅する傍ら、滞在中にはジョ
ルジュ・ルオーの制作手伝いや、シャガール、ヴラマンク、ザッキンなどと交流した。














た “ 色価とマティエールを調和させる画面 ” を確立していった。この傾向は伊藤が 53 歳の時に胸を
患った後に一層強くなり、“ 描かれる対象物への追求 ” を落ち着いた色調で描く独自の静謐な画風と
なった。
　本研究で調査する《赤い着物の半身像》（1928 年）は、伊藤が渡仏して 1 年後の 30 歳の時に描
かれた作品である。初期作品にみられる暗色を基調とした人物画で、1985 年に創形美術学校修復研




























































　画面寸法は 61.5 × 50.4cm で、フランスサイズの F12（61.0 × 50.0㎝）に近い。しかし、描画








お こ な っ た 機 関、 時 期 を 示 す
「 創 形 美 術 学 校　 修 復 研 究 所　
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観察部分 1　白色地塗り 観察部分 2　茶色の布目
観察部分 3　繊維状の蛍光する物質（紫外線） 観察部分 4　3 と同一箇所（通常光）
観察部分 5　付着した点状の赤い絵具 観察部分 6　鼻下の描き手順が確認される





1 地塗り : 白色 Pb 鉛白
2 衣 : 赤 Cd,Se,Hg,
カドミウムレッド、
バーミリオン
3 衣 : 赤 Fe,Hg, 酸化鉄系赤色顔料、バーミリオン
4 襟 : 白 Pb 鉛白
5 襟 : 黄褐色 Fe イエローオーカー
6 背景 : 黒 Fe,Ca,P 酸化鉄系褐色顔料、




8 額 : 薄橙 Pb 鉛白
9 肌暗部 : 茶 Fe,Co 酸化鉄系褐色顔料、コバルトブルー




11 唇 : 赤 Fe,Cd,Se,Hg カドミウム、バーミリオン
【所見】
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